
ま
え
ば
し
じ
ょ
う

群
馬

立
副
港
耀
以
ヒ
旱
雰
・

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
前
橋
市
大
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
桜
岡
正
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
―

一
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

前
橋
城
遺
跡
は
、
前
橋
市
街
地
西
寄
り
の
群
馬
県
庁
内
に
位
置
し
て
い
る
。

群
馬
県
庁
は
、
江
戸
時
代
末
に
松
平
氏
の
居
城
と
な
っ
た
前
橋
城
本
九
跡
に
建

て
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
敷
地

の
北
側
に
当
時
の
上
塁
が
残
っ

て
い
る
。
前
橋
城
の
歴
史
は
、

長
尾
景
虎
が
関
東
進
出
の
折
に

越
年
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
中
世

厩
橋
城
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考

橋
　
ぇ
ら
れ
、　
三
ハ
〇

一
年
酒
井
重

一刷

忠
が
藩
主
と
な
っ
て
以
降
整
備

さ
れ
て
い
っ
た
。

遺
跡
の
立
地
は
、
前
橋
台
地
と
呼
ば
れ
る
平
坦
な
台
地
上
の
北
端
部
で
あ
り
、

す
ぐ
西
側
は
利
根
川
の
開
析
を
受
け
て
、　
一
〇
ｍ
以
上
の
崖
面
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
標
高
は
約

一
〇
八
ｍ
で
あ
る
。

前
橋
城
遺
跡
の
調
査
は
、
県
庁
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
群
馬
県

教
育
委
員
会
が

一
九
九

一
年
度
か
ら
六
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

県
庁
敷
地
内
の
調
査
で
あ
る
た
め
、
本
九
部
分
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
前
橋
城
の
変
遷
を
知
る
上
で
重
要
な
発
見
が
多
数
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
今
年
度
か
ら
本
格
的
な
整
理
作
業
に
着
手
し

て
お
り
、
順
次
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

第
二
次
調
査
は
、
本
城
門
北
側
に
当
た
る
部
分
の
約
四
工
○
○
ド
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
や
溝
を
は
じ
め
と
し

て
、
中
世
厩
橋
城
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
小
規
模
な
堀
、
酒
井
氏
時
代
に

築
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
を
配
し
た
池
の

一
部
や
井
戸
、
松
平
氏
時
代
の
御
殿

玄
関
の
基
礎
と
建
物
を
囲
む
石
組
み
の
溝
な
ど
、
多
数
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
遺
構
は
、
調
査
区
ほ
ぼ
中
央
で
検
出
し
た
第
七
号
井
戸
で

あ
る
。
こ
の
井
戸
は
、
河
原
石
を
三
三
段
程
度
積
み
上
げ
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、

規
模
は
内
径
が
約
○

。
九
ｍ
、
深
さ
が
約
六

・
一
ｍ
で
あ
る
。
第
五
次
調
査
区

で
は
中
世
か
ら
近
代
ま
で
の
井
戸
を
七
十
数
基
検
出
し
て
い
る
が
、
規
模
的
に

は
中
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

遺
物
の
出
土
は
最
下
層
に
集
中
し
て
お
り
、
陶
器
片
の
他
、
下
駄

・
箸

・
曲

物

・
漆
椀
な
ど
の
木
製
遺
物
の
出
土
が
顕
著
で
あ
る
。
木
簡
も
最
下
層
か
ら
出
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土
し
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
＜
高
須
隼
人
様
　
川
合
五
左
衛
門
」
　

　

騨Φ叉
］援
Ｉ

ｏ器

②

　

「
＜
松
連
院
様

川
合

日

□

衛
門
」
　

　

　

］ｏ∞
×
呻∞
溢

寓
∞

①
は
完
形
で
出
上
し
た
も
の
で
、
二
名
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宛
先
の

高
須
隼
人
は
、
酒
井
氏
前
橋
藩
の
家
老
と
し
て
見
え
る
名
前
で
あ
る
が
、
隼
人

は
高
須
家
で
代
々
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
記
録
に
あ
る
も
の
だ
け
で
も
数
名
が

知
ら
れ
る
。
差
し
出
し
の
川
合
五
左
衛
門
の
名
は
、
同
じ
前
橋
藩
の
家
老
の
川

合
勘
解
由
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
木
簡
に
見
え
る
人
名

が
こ
の
人
物
に
比
定
で
き
る
と
す
る
と
、
先
の
高
須
隼
人
は
、
前
橋
藩
第
四
代

藩
主
で
幕
府
の
大
老
に
も
な
っ
た
酒
井
忠
清
の
時
代
の
筆
頭
家
老
で
あ
る
可
能

性
が
あ
り
、
こ
の
木
簡
は

一
七
世
紀
代
中
頃
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
は
、
右
切
り
込
み
上
部
の
欠
損
を
の
ぞ
き
、
ほ
ぼ
完
形
の
状
態
で
出
土
し

て
い
る
。
い
と
同
型
式
で
あ
る
が
、
中
央
部
に
最
大
幅
を
も
つ
点
や
、
先
端
部

を
左
右

一
回
の
削
り
で
作
り
出
し
て
い
る
点
な
ど
の
違
い
が
顕
著
で
、
概
し
て

作
り
が
雑
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
も
上
下
に
二
名
の
人
名
を
記
し
て
い
る
。
上
部

の
松
連
院
は
、
現
状
で
人
物
の
特
定
が
で
き
て
い
な
い
が
、
下
部
の
川
合

口

口

衛
門
に
つ
い
て
は
、
中
の
数
文
字
が
判
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
共
伴

す
る
い
の
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
川
合
五
左
衛
門
と
同
名
で
あ
る
可
能
性
は
き

わ
め
て
高
い
と
考
え
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

群
馬
県
教
育
委
員
会

『姿
を
現
し
た
前
橋
城
』
全

九
九
二
年
）
（桜
岡
正
信
）




